
（150）

スギの花芽および花性分化と生長物質の清長

橋詰隼人（鳥取大学農学部造林学砺膣）

Changes　in　Endogenous　Growth　Substances　duてing　Flower　Initiation

and　Sex　Differentiation　in　Cγy扱oク72ε？ゴα元407z‘cα

　　　　　　　　　　Hayato　HASHIZUME

（Laboratory　of　Silviculture，　F部ulty　of　Agr三culture，　Tottori　Universiまy）

　　　　　　　　　　1960年1月15日受理

1緒 言

　林木の品種改良および採種園の造成上，閉花・粘実の

入工的調節はきわめて重要な間題である。また林木の聞

花・結実は生長と密接な関係があり，開花生理の研究は

結実の人工的調節の面からばかりでなく，林木の生長現

象の生理挙的解明の上からも王要な課題と考えられる。

　林木の開花生理に関する研究はきわめて少なく，花芽

および花性分化の生理学的機構は明らかでない。筆者は

さきにジベレリンがスギの花芽分化を誘導することを報

告したがの，今回，スギの花芽および花性分化と生長物

質との関係にっいて研究しラ2・3の成果がえられたの

で，ここに報告する。

　本稿を草するにあたり，御指導と御校閲を賜わつた斎

藤雄一教授に深く感謝する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　materia麦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

十

十

x　材料および方法

　供試材料　　鳥取大学農学部苗畑1こ植戒されている15

年生沖山杉のうち，例年よく着花せる1個体から供試材

料を採取した。すなわち，その個体の下方の枝の新条を

雄花着生部，雌花着生部および先端の無着花部の3部に

わけ，各々の部分から新条の先端1～1．5cm（ただし，

着花枝は着花部附近）をつみとり，生長物質抽出のため

の試料とした。ただし，8月下句以降は雄花堪ξ花およ

び先端の無着花部の3部から材料をとり，着花部の新条

を含めないことにした。

　生長物質の抽出　　生長物質の抽出は主として八巻等

②，塚本等働の方法に準じて行なつた。すなわち，供

試材料3．59（生重）に中性燐酸緩衝液を加え，凍結後す

りつぶし，過酸化物を含まないエーテル100m1を数回に
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わけて，2°Cで20時ILI］抽出した。エーテル抽出液は50

°C湯煎上で約50mlに1ξi縮し，8％重世’溶液を少量加え

て混入する酸性物質を除去した後．さらに濃縮してペー

パー・クロマトグラフィー用の中性区分とする。

　一方工一テル抽顯後の残漬は15％酒石酸溶液を加え

てpH2．8とし．エーテルで再抽出する。またさきの酸

性物質を～介耀した玉曹溶液層も15％酒石酸治液を加え

て，pH2．8まで酸性化した後，エーテルで酸性物質を

抽山する。この両方のエーテルを合して概縮し，ペーパ

ー・ Nロマ｝グラフィー用の酸性区分とした。

　ペーパー・ク覆マトグラフイー

ロ紙No．50（2×40cm）を用い，上ご各

試料を1m1の再蒸溜水にとかし，そ

の内より0．025m1を三囹ll管ビペット

にとり，ロ紙の一一端に滲みこませた。

展開溶媒として，イソプロパノール

ー28％アンモニアー水，10：1：1

（v／v）の混合液と70％エタノール

とを月］い，上昇法にょり高さ20cm

まで展開した。展開はできるだけ光

のあたらないようにして室温下で行

なつた。展開の終つたクロマトグラ

ムは風乾してアベナ伸長ii試験に用い

た。一方対照として合成インドール

酢酸ぱAA）2γをロ紙の試料中に加

えて同‖寺に展開し，風乾後Gordon

＆Weber氏試薬（0．05M　FeCI3－5％

HCIO4，1：50　v／v）をふき・つけ60

°C前後に加熱して，淡紅色の発

色によりIAAのRfを確かめた。

　アベナ伸長試験　　展開後風乾し

たロ紙は原点から先端までを10等分

しRfOユに相当する切片として，

小型管瓶にいれ，2％礁糖液2m至を

加えて，2°Cで20‖寺聞抽出した。

ロ紙片を取去つた後，これに2．5～

3．Ocmに伸びたアベナ子葉鞘（ヅィ

クtり一1号）の先端3mmを除い

た次の2．3mmの切片を10個ずつ入

れ，25°Cで24時同たもち，その仲

長を低倍率の顕微鏡で測定した。別

に試料をつけないロ紙を｜磯時に展開

し，同じ方法でアベナのイ嘱云を測定

して文寸照区とした。

吸着剤として東洋

田　実験　結　果

　1］ll記展開液のうち70％エタノールによる場合はIAAの

Rf値が高く，生長物質の分離が不充分であつた。しかし

イソプロパノールーアンモニアー水混液ではIAAのRf

を比較的低値におくため，生長物質はかなりよく分離し

た。したがつて，以下の報告においては後者の1ξ灘によ

り展開した結果について述べる。

　エーテル抽出物の酸性区分における生長物質の消長は

第1図に示すごとくである。

無着花新条の先端部生長点における酸性生長物質はRf

下位～中位（0、2～0．6）および高位（0．8～1．0）の生長1
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促進物質とRf低位（0戊～0．2）および亘位（0．7～0．8

）の抑｛磯物質とが認められるが，Rf中位のIAAと推定

される物質が主要生長促進物質である。

　無着花新条の生長点におけるRf中位の促進物質は生

長最盛期すなわち7月が最大であつて，8月上旬頃から

急滅し，9月にやや増鑓する。Rf緬位の捉進物質は8月

上句から、己激に減少する。抑制物質の消長につし・ては明

確な結果がえられなかつたが，8月の生長一時滅退期に

はRf高位の抑制物質が現戊っれるようである。

　花芽分化と新条の生長物質との関係についてみると，

花芽分化期（雄花は7月中旬，雌花は8月上句）には，

雌雄両花とも着花部では無着花生長点に較べて，IAA位

置の促進物質が極度に滅少している。着花後は，縫雄両
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比較すると，明瞭な差は認められない。しかし，雌花は

雄花に較べてIAA位置の促進物質のレベルがやや高い

部分で形成される傾向が認められる。

　エーテル抽出物の中性区う｝における生長物質の消長は

第2図に示すごとくである。
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の生長期に最も多く，8月以降は滅少

している。また8月にはRf高位の

抑制物質が現われる。

　花芽分化との関係をみると綾性区

分と周様，IAA位置の促進物質ま花

芽分化期には着花部でやや減少して

いる。ただし，酸性区分の促進物質

ξまど蔓嚢著な変イヒ｝まなく，　7月の素差］セ

分化期では無着花生長点とほとんど

差がなかつた。着花後はこの促進物

質は花の発育にともなつてやや増鍛

し，9月に最大となつた。

　花性分化期（8月中匂）に，雌花

と雄花の着生部における中性区分の

生長物質を比較すると，明確な差は

認められない。しかし，雌花は雄花

に較べてIAA位置の促進物質の濃

度がやや高い部分で形成される傾向

が認められる。

w　考 察

　スギの生長物質については，上田

・斎藤（11）が当年生葉のアルコール抽

出物からRfO．35および0．8の生長

促進物質と斑0．7の抑制物質とを

分離している。また斎藤等（9）はメタ

セコイァでRIO．1～0．3，0．5～0．6，

0．9の3種類の生長促進物質を認め

ている。本笑験においても，大体ll

様の結果をえたが，Rf中位の生長
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促進物質の一つは対照として1笥時に展開した合成IAA

のRf値及び既往の研究結果と比較してIAAであるこ

とが控定される。またRf高位の促進物質はBE酬ET－

CLARK（i），　JON£s（5），斎藤等（9）の結果と比較してイン

ドールァセ｝ニトリルσAN）ではないかと思われる。

Rf低仁および高位の抑制物質は如何なるものであるか

は不明である。スギの生長物質の全貌は，現在までの結

果では判然としない。しかしながら，IAAは多くの枢物

のnative　axuinであることがすでに明らかにされてお

り，本実験の結果からも，スギの主要なnative　auxinは

IAAであると思われる。

　‘1〔物の花芽形成と生長物質との関係については，多く

の人々により研究がなされてきた。CLARKおよびWI－

TTWER（6＞は花芽形成までの時期を誘え期，花i芽分化期，

花芽分イヒ後にわけると，誘葉期には生長点にホルモソ立

多く，分化寸肺こは少なく，分化時にふたたび多くなる

という。またHESS④によるとストレプトカーパスで

は花成因子の生成初期には生理的法度の生長促進物質が

抑制的に作用し，催花処理中期の生長促進物質の低下に

ともなつて花成因子が生成されるとしている。スギの場

合も大体同じような傾向がみられ，花芽分化前1こはオー

キシン遺多く，分化寸前にオーキシンのレベルは低下し

ている。しかし，花芽分化期でも8月のように一時的生

長滅退期には，宿花しない新条の生長点でもオーキシン

のレベルは低下するから，オーキシンの作周の減退がた

だちに花成を誘起するということはいえないようであ

る。しかしながら，オーキシンのレベルが低いときに，

しかも低い部分で花芽ノ封ヒが誘起さ牙Ψることは間違いな

い。オーキシンのレベルの低下と花成因子の生成とがど

のような関係にあるかは，今後の研究にまたなければわ

からない。

　ね勿の花性の発現と生長物質との関係についての研究

は上ヒ較的近年になつてからはじめられ，もつばらウリ科

植物で研究されている。LAIBACHおよびKRIBBEN（7）は

花の形成は葉の中にあつて，しかもその植物の生長点や

芽につねに刺戟をあたえている或一定濃度の結合型生長

索が関係しているという考えのもとに実験を行なつた結

果キウリの花⇔性別の咲き分けはその植物の局部的生長

素の濃度に依存する。すなわち，雌花は雄花よりも生長

索の濃度が局部において高いときに形成されると述べて

いる。スギの花性分化期における雌花着生部と雄花着生

部との生長物質を比較すると，大きな差は認められない

が，雌花は雄花よりも生長促進物質のレベルがやや高い

部分で形成される傾向がみられる。スギの魅花は雄花よ

りも上方の強勢枝に着生するが，このように着花位置に

よつて性の発現が支配されることはオーキシンとの関係

を暗示している。

v　要 約

　スギの花芽および花性分イヒ期における生長物質をペー

パー・クロマトグラフィーとアベナ伸長試験によつて分

離・定量し，花芽および花性分化と生長物質との関係を

研究した。

　スギの主要生妾促進物質の一つはインドーノ唱鱈と推

定され，生長期に多く，生長休ll二期には滅少する。

　花i芽分化期には，着花部における生長促進物質のレベ

ルは低下する。とくにこの傾向は醐生区分において顕著

であつた。着花後は，花の発育にともなつて，花の中の

促進物質は増il富：する。

　花性の分化との関係は明確でないが，花性分化期にお

ける生長促進物質のレベルは雄花着生部よりも雌花着生

部でやや高い傾向がみられた。

　以上の結果から，スギの花i芽分化はオーキシンのレベ

ルが低いときに，低い部分で誘起され，錐孔は雄花より

もオーキシンのレベルが高い部分で形成される。しか

し，オーキシソの作用の滅退がただちに花i芽分化を誘起

するということはいえない。
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Summary

　　　　Changes　in　end◎g頭ous　growth　substances　during壬玉ower　initiat三〇n　and　sex　diξferentiation　in　G・ぴ桝o－

〃zβノイαゴ〈ψo／zZεαwere　deter面ned　by　the　papeτchromatography　and　the　Avena　straight　growth　method，　and

the　relation　betwe飽flower輌nitiation　or　sex　differentiation　and　endogenous　growth　substances　in　the　plant

was　discussed．

　　　　Several　gτowth　substances　are　found　in　the　acid　and　neutra玉fractions　of　ether　extracts　obtained　from

the　new　shoots　and　flowers　of　the　plant．　Among　the　substances，　the　grow出substance　showing　the　pro－

moting　zone　of　Rf　O．3～0．5　may　be　equivalent　to　indoleacetic　acid　as　compared　with　the　position　of　synthe－

s三zed　IAA　in凸e　guide　chromatogram．　The　growth　promoting　substance　which　is　presumed　to　be　IAA

increases　during　growth　period，　and　decreases　dur三ng　resting　peri◎d．

　　　The　level　of　the　growth　promoting　substance　in　the　portion　bearing　nowers　reduces　at　the　time　of

flower　initiation，　especially　this　t頭dency　is　remarkable　in　acid　fract輌の．　After　flower　forma亡ion，　however，

the　substance　in　flowers　increases　with　flower　development．

　　　Although　aδelinite　relation　could　not　beξound　between　the　apparent　amounts　of　growth　substances

and　the　sex　expression　of　flowers，　the　level　of　the　growth　promoting　substance　at　the　time　of　sex　diffeτen－

tiation　seems　a　little　higer　in　the　portion　bearing　female　flowers出an　in　that　of　ma玉e　ones．

　　　From　these　results，　it　may　be　suggested　that　the董10wer二bud　foτmation　in　（ンヵ／o〃zθ～・桓元40πゼ6αis

induced　in　association　with　reduced至evels　of　effective　auxin　in　the　growing　point　of　the　plant，　and也at

the　f・male　f1・wers　are　f・rmed　at　the　p（磁（）11・f　new　sh・・ts　having　a　higher　leve］of　aux垣as　compared

with　that　of　male　ones．


